
平成 1 1 年度東海 ･ 北陸地 区国立学校等教室系技術職員合同研修

( 情事艮処理 コ
ー

ス)
~
に参加 して

和藤 浩 新美 治利 伊藤

平成1 1 年度東海 ･ 北陸地区 国立学校等教室

系技術職員合同研修( 情報処 理 コ
ー

ス) が平成1

1 年8 月1 0 日( 火) - 1 2 日( 木) の 3 日間 の 日程 で

核融合科学研 究所( 岐阜県土岐市) で 開催され

ました′ー. 今回
の 合 同研修 は ､ 同 研究所が初めて

相当 ､ 開催するもの で東海 ･ 北陸地区 の 1 4 の 大

字 ･ 研 究機構から3 2 名 の 参加者があり､ 同 研 究

所 の 1 7 名 の 講師と実習を担当された 多数 の 技

術部スタッ フ U ) 支援を受けて行われ ました r,

参加 者4 名にとっ て｢ 情報処 理｣ 分野は専門外

です が
､
い ずれも技術部ネットワ

ー

クグ ル
ー プ で

学部共 通業務として学部 w e b サ
ー バ ー

､ 同 メ
ー

ル ･ ネ ー ム サ ー バ
ー

の 構築 ､
工 学部ホ

ー ム ペ ー

ジ｢ 三重大 学にお ける工学研究｣ の H T M L 変換

作業などを行 っ てい る最中でもあり､ 今 回幸 い に

も参加する機 会を得 圭した の で研修 の 概要と感

想を報告し圭すー,

核融 合科学研 究所は核融合プラズ マ に関す

る学理とそ の 応用研 究を推進することを目的に ､

平成元 年に設立された大学共 同利用機関です .- .

篤 中村 昇二 工 学部技術部

現キャン パ スの 岐阜県土岐市 には平成 9 年に

移転し ､ 平成1 0 年4 月から大型 - リカル 装置( 以

後 L H D ) で実験を開始しており､ す べ て の 施設 ､

装置 が完成 間もない 新 しいもの で した c ,
研 究所

施設 は ､ 主な研修 会場とな っ た管理 ･ 福利棟 ､
L

H D を格納してい る大型 - リカ ル 実験棟 ､
それぞ

れ の 名前が 示 す 目的を持 つ 制御棟 ､ 計算機実

験棟 ､ 計測実験棟 ､ 低 温実験棟 ､
加熱実験棟 ､

開発実験棟 ､ 研究棟 ､ 図書館などがあります ,

,

研修 は開講式 ､ 専門分野 の 講義( 6 0 分: 2 ､ 8

o 分: 3 ､ 9 0 分: 1 ) ､ 実習とガイダン ス( 5 0 分 ､
1 8 0

分 ､
2 4 0 分 : 各1) ､ 服務の講義(3 0 分: 1) ､ 施設

見学が( 1 6 0 分) ､ 意見交換会 ､ 閉講式が行われ

ました
仁
. 研修 日程を表1 に示します r,

開講 ､ 閉講式 ､ 講義 は管理
･ 福利棟会議室で ､

実習は 制御棟 中央制御室と計算機 実験棟 で 行

われ ､
ちょうど研修期間が L H D 装置の 実験ス ケ

ジ ュ ー

ル から外れ装置内をプラズ マ 洗浄中という

こともあり､ 実習では 実際にデ
ー

タ
-

を処 理 して

い る端末計算機 を使 用して行われました ｢ .

表 1 平成 1 1 年度東海
･ 北陸地区国立学校等教室系技術職員合 同研修 ( 情報処理コ

ー ス) 日程表

頻FB7 9 :0 0 3 0 1 0 ,0 0 3 0 1 1:3 0 12 :0 0 1 3:0 0 1 3:2 0 1 4: 0 0 1 4 ,4 0 5 0 1 6 :1 0 1 7 :0 0 1 8 :3 0

第1 日

受

付

開

講義( 6 0 分) 講義

休

悲

挨拶

核融合科

講義( 9 0 分)

休

悲

講義(8 0 分)

｢ 核融合研 の デ (3 0 分) ｢ 大 型実験装置に ｢計算機の 利用法 実習 意

一

夕処 理 概要｣ ｢ 服務｣ おける実験デ ー タ に つ い て の 歴 史的 のた 見

8 月 請 管理部 学研究所 処 理｣ 発展｣ め の 交

大型ヘリ如し研 究 庶務書果長

西岡裕介

所長

藤原正 巳

大型ヘリ如し研究部 大型ヘリ如し研究部 ガイダ 換

1 0 日 式 部フうス
◆

マ計測 フうス
■

マ計測研究系 ナラス
●

マ制御研究系 ン ス F ヨ
E a

( 火) 研 究系

教授 須藤 滋

助手 中西秀哉

助手 江本雅彦

助教授

山口作太郎

第2 日

実習(1 8 0 分)

休

悲

実習( 2 4 0 分)

｢ デ ー タ収 集と可 視化 シス テム｣

大 型ヘリ如し研 究部フうス
'

マ計 測研 究系

助手 中西秀哉 助手 江 本雅彦

｢ w e b 技術を利用 したデ
ー

タ処理 シ ス テム｣

9 月 大 型ヘリ加レ研 究部フうス
●

マ制御研 究系

1 1 日 技術部制御技術課 助教授 山 口 作太郎

( 水) 信号伝送技術係長 小嶋 護 助手 庄司 圭

1 0 .
.

3 0 1 4 .
.

0 0

第3 日

講義(9 0 分)

｢核融合研の

講義( 9 0 分)

｢インター ネット利 用T

休

悲

講義( 6 0 分)

｢ ハ
■

一子ヤルリアリティ
ー

､
ヽ

施設見学( 1 6 0 分) 閉

9 月

キヤンハ
ノ

スネット

ワ
-

ク概要｣

-

タヘ
- ス｣

研究 . 企画 情報

によるソユミュレ -

ソ∃ノ

テ
●

-

タの 可視 化｣ L H D 装置 請

1 2 日

( 木) 計算機センタ
ー

助教授津田健三

助手 山本孝志

センタ
ー

教授 加 藤隆子

助手 村上泉

理論.

ソユミュレ
-

ソ∃ン

研究センタ
ー

助手 蔭山 聡

助手 田村祐
一

バ ー チャル リアリティ
ー

ラボ 式
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- 1 日 目 一

議蓋 ｢ 卿 要｣

こ の 講義では ､ 核融合研 の デ ー

タ処理に つ い

て① L H D プ ロ ジ ェ ク トの 概要 ② L H D 計

測 ③L H D 計測デ ー タ処理系 ④課題 と今

後の 展望 ⑤まとめ､ の 5 項 目に つ い て講義が

行われ た｡

最初に L H D プ ロ ジ ェ ク トの 概要で は ､ ヘ リ

カル シス テ ムの 特徴として ､ ①プ ラズ マ 閉 じこ

め に際 して外部駆動電 流を必要と しない ②

電 流駆 動 の 必 要 が な い の で 定常運 転が 容易

③電 流に 起 因す る デ イ ス ラ ブ シ ョ ン が ない

などを有 し､ L H D は ､ (丑超伝導の ヘ リ カル ･

ポロ イ グル コ イ ル を設置 ②本格的なダイ バ

ー タ構造を右する な どの 説明を受け た｡

世 界の 主な ヘ リカ ル型装置と して ､ ドイ ツ の

W c n d el H t e i n 7 ･ Ⅹ､ 同 7 -

A S ､ ス ペ イ ン の T J
-

II ､

ウ クライ ナ の U r 叩 a n 2
･

M ､ オ
ー ス トラ リア の

ⅠⅠ
-

1 h ell a c ､ ア メ リカの H S X と国内で は核融

合 科研 ( 名 古屋) の (二
I

J H S と京 都 大 学 の

fI (モ1i o t /r o n が ある ｡

L H D 実験の 重 点研 究課題 と して は ､ ①高

温 ･ 高密度 ･ 長時間プ ラズ マ を発生し､ 炉心 プ

ラ ズ マ に外挿 し得 る輸送 の 研究を広範 に 行う

②炉心 プ ラズ マ に必要な平均 ベ ー タ値 5 % 以

上の 高ベ ー タプ ラズ マ を実現 し､ 関連す る物理

を調べ る ③ダイ バ ー タを設置 して ､ 無電流プ

ラズ マ の 長時間実験を実施 し､ 定常運転に必要

な基礎デ ー タを得 る ④高エ ネル ギ ー 粒子の

ヘ リカル磁場中で の振 る舞い を研究 し､ 炉心 プ

ラズ マ で の α 粒子を対象と したシ ュ ミ ュ レ ー

シ ョ ン実験 を行う ⑤トカ マ クとの 相補的研

究を行い ､ ト ロ イ グル プ ラ ズ マ の 総合的理解を

深め る か らなる ｡

L H D プラズ マ 装置規模 は ､
プラ ズ マ の 大半

荏 : 3 .9 m ､ プ ラズ マ の 小半径 : 5 0 - (;() c m ､ プ

ラ ズ マ 中心 におけ る磁場強度: 3 万ガ ウス ( 超

伝導コ イル使用) コ イ ル 温度を下げて 4 万 ガ ウ

ス へ 増強予定､ 加熱パ ワ ー

:
- 2 万キロ ワ ッ ト

( - 2 0 M W ) 電子サ イ ク ロ トロ ン共鳴加熱 ､

高速中性粒子入射加熱 ､ イ オ ンサイ ク ロ トロ ン

共鳴加熱 か らなる ｡

L H D プ ラズ マ 諸量は ､ (む高温 ･ 高密度プ ラ

ズ マ : 平均 プラズ マ 温度 3 0 0 0 -

4 0 0 0 万度､

平均プ ラズ マ 密度 10 14 個/ c m 3 ､ エ ネル ギ ー

閉 じ込 め時間 0 .1
-

0 . 3 秒 ②高イ オ ン温度

プ ラズ マ : 中心イ オ ン 温度 1 億度､ 平均プ ラ

ズ マ 密度 2 × 1() 1 3 個/ c m 3 ③高ベ
ー タ プラ

ズ マ : 平均プ ラズ マ ベ ー タ値 ( プ ラズ マ の 圧 力

/ 磁場の 圧 力) 5 % 以上 ④長時間 プラズ マ

放電 : プラズ マ 温度 1()()0 万度レ ベ ル で 1 時間

以 上保持 な どか らな る｡

次に L H D 計測は ､ ①プ ラズ マ 特性の 物理解

析の ため に 十分且 つ 精度の 高い 計測機器 が 必

要 ②L H D が超伝導装置で あ るに も関わら

ず大きな観測ポ ー トを用意で きた ③通 常の

計測器に つ い て は空間 ･ 時間分解能に配慮 した

設計とな っ て い る ④ L H D 特有の 計測器 と

して 電場計測の ため の 6 M e v の 高 エ ネル ギ

ー 垂イ オ ン ビ ー ム プ ロ ー

ブな どを開発 して い

る ｡

計測目的別には ､ 電流 ･ エ ネル ギ ー

､ プ ラズ

マ 位置 ･ 形状計測 ､ プ ラズ マ 密度 ･ 密度分布 ､

密度振動､ 電子温度 ･ 密度 ､ 赤道面電子温度分

布､ 電子温度､ 不純物 ､ イ オ ン温度､ イ オ ン温

度分布､ 中性子束､ 放射損失分布､ 不純物 ･ イ

オ ン温度 ･ 2 次元空間分布､ 中性粒子分布､ 周

辺 プラズ マ 温度 ･ 密度､ プ ラズ マ 位置､ リ ミ ッ

タ ー ･ 壁温度 ､ M H D 振動､ ミク ロ 不安定性 ､

電場 ･ 振動 ､ 粒子輸送 ､ 高 エ ネル ギ ー 粒子損失､

水素リサイク リン グ ､ プ ラズマ 周辺部密度 ･ 振

動､ 不純物挙動､ 放射損失トモ グ ラフ ィ ー

観測 ､

磁場計測 ､ ダイ バ ー タ 一

部粒子挙動､ 中性 ガス

圧 力の 各計測を して い る｡

L H D 制御デ
ー タ処 理 シス テ ム の 構成図を

図 1 に示 す｡ 構成は制御室と本体制御通信機器

室を光 フ ァ イ バ ー

で ､ 制御室 と制御計算機 室､

ヘ リ ウム操作室 は F D D I S w it cb で ､ さ らに

F i r e l Ⅵ111 を介 して実験解析､ デ
ー タ処理､

- 7 1 -



計測制御の 各サ ブク ラ ス タ ､
N IP S (:

l

, a m I ) u .i

L A N へ とネ ッ トワ ー

ク接続され てい る ｡

次に課題と今後の 展望 して ､ ①長時間放電対

応の リ ア ル タイ ム デ ー タ処理 ②大容量デ
ー

タ保存シス テ ム ③デ
ー タ参照 ･ 表示機能の 強

化 ④異種機器間デ
ー

タ 互換 が ある o

最後にまとめ として ､ ① L H D 計測の コ ン セ

プトに基づ き開発を行い ､
基本計測器はデ

ー タ

処理 を含め概ね整備 され た ②計測デ
ー

タ 処

理系も順調に整偏 され デ
ー

タ収 集 ･ 蓄積 ･ 参照

を早期に 行う こ とが で き L H D 初期実験成功

に貢献 した ③今後の 課題 として は ､ 長時間放

電対応 の リア ル タイム デ ー タ処理 ､ 大容量デ ー

タ保存 シス テ ム ､ デ ー タ参照 ･ 表示機能強化 ､

異種機器 間デ ー

タ互 換 な どが あ げ られ る 以

上の 講義を受け た ｡

図 1 L H D 制御デ
ー タ処理シ ス テ ム の 構成 図

講義 ｢ 服務 l

こ の 講義では ､ EEl 家公 預員の 服務制度に つ

い て職務 専念義務等 ､ 国家 公務員法 に 規定さ

れ て い ることの 説 明を受 け ､ 今回 V ) 講 義で は3 0

分 の 都合上 ､ 以 下(n 3 例 ､ (
'
亘) ｢

一

杯(n コ
ー

ヒ
ー

か

J
) ｣ 人事院 作砧 ビデオ ､ 業者との 付き合い 方 ､

こ

√)くJ) い なJ) 良 い だろ
:
) と いう個人 の 感覚 に 基 づ

く判断 uT) 伝線性 L2) 飲酒運 転 ､

コ ツ フ
ー

杯くらい

なI) 良 い だろう ( .
(A
i) セ ク - ラV ) 事例紹介 ､ 相手に

精神的なダメ ー ジを与える ､
人権に問わる問題

で職汚 ,

l

i
-

続けることが困難になるなど(n 事例紹

介を元 に そ の 考え方に つ い て講義を受けた‥.

講義 ｢ 大型美袋装 置 に おける 軒

ビ ッ ク ･ サ イ エ ン ス とは

. 素粒 子 ･ 加速器物理 - 筑波 ･ 理化学研

究所

. プラ ズ マ
･ 柁融合 - 柁融合科学研究所

. 天 文 ･ 天体物理 - 国立天文台

. ロ ケ ッ ト ･ 宇宙 工学 - 宇宙科学研究所

ビ ッ クサ イ エ ン ス か ら の コ ン ピ ュ
ー タ新桔術

- 7 2
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WWW は ヨ ー ロ ッ パ 粒子物理学研究所( CE RN) に

よ っ て開発された｡

･ CE RN ⇒ ⅧE 規格､ C AMAC 規格

｡ 天文 ｢ > 画像処理

｡ 原子力分野 - > 大規模数値シ ミ ュ レ
ー

シ

ョ ン

各研究分野 によ っ て ､ 新 しい技術が開発され

た｡

大型実験装置に おけ るコ ン ピ ュ ー タ の 利用

傾向は

1 . 検出技術 の 多様化

2 . 計測デ ー タの 大容量化

核融合科学研究所で の 計測 シス テ ム の基 本

構成は ､

1 . ( 計測対象) . ‥ プ ラズ マ な ど

3 . 検出 . ‥
セ ン サ ー

4
. 変換. . .

ADC ､ カウ ンタ ー

5 . 分析 ･ 処理 ･ 判断 . ‥ コ ン ピ ュ ー タ

6 . 伝送 ‥
. ケ ー ブル ･ バ ス ･ L AⅣ

7 . 収録 . . . HDD , MO , MT

8 . ( 機器) 制御 . ‥ フ ィ
ー ド バ ッ ク ･ コ ン

トロ ー ル

デ
ー タ処理シス テ ム とは ､

｡ デ ー タ の解析は含意 しない ｡

｡ 計測 シス テ ムの 3 . 変換 - 6 . 収録 ､ 7 . ､( 機器)

制御の 一 部までを受け持つ

｡ 各要素 (機能) の ハ
ー ドウ ェ ア とユ ー ザと

の イ ンタ フ ェ イス の 提供

核融合科学研究所で の L HI) 計測デ ー タ処理

シス テ ム

｡ pC/W i n d o w sⅣT に よる大規模な並行分散処理

( 肝P) シス テ ムで ､ 30 計測､ 1 実験あたり

1 GB の デ
ー タ収集能力

｡ 計測デ ー タの 取扱い を用意に するため オ ブ

ジ ェ クト指向方法論 (00 M) を全面的に採用

(C + + , JA VA など)

｡ 全計測デ ー タは OI)B MS 中に格納

● デ ー タ収集系 (PC) と計測器制御 ( W Ⅲ) と

の 分離

･ デ ー タ の 可視化に ID L/P V - WAVE
,
C/ S 機能分

散

･ C/ S 間､ S
-

S 相互間の 通信 bb に Gig abit

Et b e r n et

計測制御 シス テ ムの 構成 は 3 つ の 分類 の 仕

方があ る｡

規模で の 分類

｡ 小規模 シス テ ム

｡ 中 - 大規模シス テ ム

構成で の 分類

｡ 中央集中型

｡ ネ ッ トワ
ー

ク並行分散型

理論方式で の 分類

● ワイ ヤ
ー ロ ジ ッ ク

｡ Ⅰ/0 モ ジ ュ
ー

ル ･ ネ ッ トワ ー

ク

● ソ フ トウ ェ ア 処理

計測制御 シス テ ムの 小規模 シス テ ム特徴

● 計測系統と制御系統が 末分離

フ ィ ー ドバ ッ ク ･ コ ン トロ ー ル ( 閉ル
ー

プ系)

な どが組み やすい

デ
ー タ量が少ない 専用 ス トレ

ー

ジを持たな

い

｡ 各種 市販品があり開発負担が 小さい

｡ 拡張性に乏 しい

｡ 規模 の 拡張性と して は

1
. 中央集中型 . ‥ サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ

管理運用 が容易

2 . ネ ッ トワ ー ク並行分散型 . . . P C , E WS を複数

ム

[ コ

｡ 拡張性 ､ ス ケ
- ラ ビテ ィ に富む

｡ 管理運用の 負担大 ､ シ ス テ ムの複雑化

｡ 機器コ ス トが 安価なの は ネ ッ トワ
ー

ク並行

分散型で はあ るが ､ 管理運用 コ ス トの 算定

が難 しく､ 近年は 中央集中型も再評価され

て い る ｡

理論方式で の 信頼 ･ 柔軟性 つ い て

計測制御系統では ､ イ ン タロ ッ ク機構によ

る信頼性の 確保 ( フ ェ イル セ
ー フ ･ フ ェ イル

ル - プ) が必 要な場合 が多い . 安全 (信頼)

-
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性 と柔軟 ( 拡張) 性 とは相反する

｡ 高信頼性 . ‥ ワ イヤ ー ロ ジ ッ ク ( リレ ー 盤 ､

ゲ ー ト ア レ イ)

｡ 高柔軟性 . . . コ ン ピ ュ ー タヤソ フ トウ ェ ア

処理

･ 中間として P LC + ネ ッ トワ ー ク構成の Ⅰ/0 サ
ー バ ･ クラ ス タ

十P LC 用ネ ッ ト . ‥ 専用 (ARCN ET) か ら汎用

(E t he r n et) へ

まとめ

｡ ビ ッ ク ･ サイ エ ン ス の 大型実験装置で は ､

計測の 多様化､ 大容量化とい う共通 の課題

をもつ ､ そ の 中で デ ー タ処理 シス テ ム は ､

計測制御 系統の 広範囲を担い ､ 広義の イ ン

タ フ
.

ェ イ ス を司る

｡ 計測制御シス テ ム の 開発 ･ 構築には 多様な

方法が あり､ 機器コ ス ト､ 開発コ ス ト､ お

よび運用 コ ス トの 比較検討が重 要

講義 ｢ 計算捜の 利用 法 に つ い て

1 . 大型計算機 に よる共同利用 に よ る中央集

中型 ( 1 9 8 0 年代前半まで)

｡ 計算機が 高価なため多く の ユ
ー ザ ー

が 1 台

を共同利用 する ｡ 最初は ､ 順列で 処理 を行

っ てい た ｡ その 後､ 端 末が導入 され T S S

( Ti m e Sh a r i n g S y s t e m) に移行

｡ T S S は シス テ ム上に CP U -

T i m e が使われ ､

効率の 低下 した｡

｡ 現 在でも ､ S up e r C o m p ut e r ( 大型の 科学技

術計算) ､ 銀行の オ ン ライ ンな どは こ の 形態

を使 っ て い る｡

ハ
ー ドウ ェ ア 中心 の時代

- > I C ･ C P U の 開発

が主体で ハ ー ドウ ェ ア 80
o

/. ･ ソ フ トウ ェ ア 20
o

/o

に投 資され て い たが ､ 現在は ､ ソ フ トウ ェ ア 中

心 の 時代

2 . ワ ー クス テ
ー シ ョ ン ･ パ ー ソナ ル コ ン ピ ュ

ー タ に よる分散型 ( 1 9 8 0 年代後半以

降)

｡ 1 9 7 0 年イ ン テ ル 8 086 を開発

T
計算機 が安くなり( 8 0 年代前半で W S ' =

2 0 0 万 円､ PC > = 1 0 0 万 円) の利用が増

えた ｡

● 種 々の シス テム 提案 ･ 開発

･ ワ ー プ ロ ･ 表計算 ･

グ ラ フ
･ 図面の ソ

フ トの 開発

･ bit m a p
･

m o u s e は ､ ⅩERO X ､ パ ア ルトが

開発

･ W S は ア ポロ ン コ ン ピ ュ ー タ ( 後に ､

H P に吸収)

･ P C は
､
A p p l e , M a c i nt o s h ､ IB M

- P C

ハ ー ド機器 の 高性能化 ( メ モ リ)

Mi c r o s oft の株式公開 ( 1 9 8 6 年)

UⅣⅠⅩの 開発と思想 ⇒ B S D

↓

分散処理 シス テ ム
ー

> 通信 ソ フ トの 発展

ベ トナ ム戦争後 ､ 米 ソ冷戦激化 ( レ
ー

ガ ン政

檀) に よる i nt e r n et の研究が 本格的には じま

る ｡

3 . W W W の 発展及 び J A V A の 開発 クラ イ

ア ン ト ･ サ ー バ ー 型 ( 1 9 9 0 年代前半以

降)

Ⅳe tW o r k 概念の成立後 ､ 異種 シス テム の 接

続問題を bt m l ･ J AVA 等によ っ て解消を図

っ た｡

｡ ht m l ( Hy p e rt e xt m a r k up l an g u a g e) は ヨ
ー

ロ ッ パ 粒子物理学研究所(C REW) に よ っ て 開

発され た｡

｡ W eb ブラ ウザ (M o s ai c) は イ リ ノ イ大学で

開発された ｡

｡ Ⅳe t s c a p e 社 の Ⅳet s c a p e N a vi g a t o r

｡ JAV A の 開発 ( ア プ レ ッ ト)

Et h e rn e t .
FI)I)Ⅰ

.
AT M 等 の 発展 より用 途が 大幅

に広が り､
一

般生活 に大きく影響が出てきた｡

｡ H an dy Ho n e 発達

● 通信事業の 自由化

｡ ハ
ー ド機器の高性能化 ( M P U ､ ハ

ー ドデ

ィ ス ク)

- 7 4
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･ Vi r u s ( 人口生命) ⇒ ウイ ル ス

4 . 今後の展開

計算機 シス テ ムの 文化

｡ 商業主義 う 中央集中化

メ
ー

カ主体の 開発が ､ IB M な どの ハ ー ド中

心 か ら ､ マ イ ク ロ ソ フ トな どの ソ フ ト中心

へ と移行 した｡

･ ボラ ン ティ ア リズム → 分散化(民主化)

ボラ ンテ ィ ア ( 団体) によ る F r e e W a r e の

ソ フ トの 開発 よ っ て ､ ロN IX → L i n a x ( 199 1

年以降) ､ GNU (1983 年以 降) などが ､ 出て

きた｡

･ 商業主義とボラ ンテ ィ ア リズ ム の中間と し

て ､ S h a r e W a r e が出てきた｡

ハ ッ カ ー の 文化

● ソ フ トウ ェ ア の 共有化

ネ ッ トワ ー

ク の より発展

F r e e w a r e 化 ( ブ ラウザ ･ 電子メ ー

ル など)

ソ フ トの 独 占

デ ー タ ベ ー

ス の 利用高度化 う コ ンテ ン ツ 重 視

｡ T V ( 画像デ
ー タ) の 取り込み

T V( †PC) ､ それとも ､ PC( l TV) か

｡ 個人の プ ライ バ シ ー

家電製品の情報化

電子 M o n e y

｡ S e c u rit y ( 社会構造と安定性)

2 日目

莫習 ｢ デ ー タ収集 と可視化 シス テ ム l

こ の 実習は ､
L H D 制御室で行われ ､ 実際に端

末p c を操作しながら第1 日目 の ｢ 大型計算機に

お ける実験デ ー

タ処 理｣ で受 講したリレ ー

シ ョナ

ル デ ー

タ ベ
ー ス の 内容 に従 っ て1 0 問 の 課題を

与えられ 各個人 で S Q L 文を作成し解答を得た ､〕

実習に使用したリレ ー シ ョ ナ ル デ ー

タ ベ
ー ス は ､

P (~) s t g r e S Q L 6 . 5 で O S は L i n u x R e d H a t 6 . 0 で

動作してい るT, 実習で使用した s Q L 文 s el e ct ､

u p d a t e ､ d el et e の 書式を以 下に示 す ｡

● s e) e c t 列名 丘
･

o m テ
ー

ブ ル 名 w h e r e 条件

･ u pd at e テ
ー ブ ル 名 s e t 条件

･ d el e t e 丘
･

o n l テ ー ブ ル 名 w h e r e 条件

条件は ､
く式〉〈オ ペ レ ー

タ〉く式〉で定義されるo

比較オ ペ レ ー

タ =

､
! =

､
〈
､
く=

､
〉
､
〉=

文字オ ペ レ ー

タ 1ik e

そ の他 i n ､ b e t w e e n

数例の 課題と解答 ､ その S Q L 文を以下に示す ｡.

課題 J o h n s () n W hit e 氏 の 電話番号表示

解答 s el e c t p h (' n e 丘て) m a u t h (' r s w h e r e

a u j n a m e =
'

J o h s o n
'

a n d a u J n a m e
=
'

w hit e
'

これは ､
a u t h o r s テ

ー ブ ルから条件式

a u
_
fh a m e =

'

J ()h s o n
'

a n d a u
_
1 n a m e =

'

w hit e
'

に合う

p h o n e 列 の 内容を得るS Q L 文であるo

課題 書籍の 題名に
`

c o m p u t e r s
'

を含む
一

覧

解答 s el e c t titl e fヒ() m titl e s w h e r e titl e lik e
`

% c o rn p u t e r Lq %
I

titl e s テ ー ブ ル から条件式 titl e lik e
`

% C () I11p u t e r S%
'

に合うtitl e 列 の 内容を得る.
,
,

課題 書籍タイプ
'

p o p ul a r c o m p
'

の 価格を 1 0 % 引

きに更新

解答 u p d at e titl e s s et p ri c e
=

p ric e * 0 .9 w h e r e

t y p e
二

'

p () p ul a r c o m p
I

titl e s テ ー ブ ル から条件式 p ri c e = p ri c e * 0 . 9 に

従 い w h e r e t y p e =
'

p o p ul a r c o m p
'

を更新する い ｡

課題 L ユ タ州に住む 著者の エ ントリの 削除

解答 d el e t e fナ() n l a u t h ()r s w h e r e s t a t e =
'

u T
'

∂ ut h o r s テ
ー

ブ ル から条件式 s ta t e =
'

u T
'

に従

い 該当レ コ ー ドを削除する｡

実習 ｢ W e b 技術を‡l

テ ム ｣

こ の 実習は ､ 第1 日 目 の 講義 の
一

部でも話が

あ っ た大型 - リカ ル 装置(L H D ) の制御デ
ー

タを

W e b を利用し､ デ
ー

タの 処 理を行うもの であ っ た o

なお
､ 実習では N et s c a p e を使用した｡ こ の シ ステ

-
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ム は ､ 長時間の デ ー

タをリアル タイムで収集を行

うことが できるの で ､
短時間で高速 デ

ー

タを取り

込 むことができた｡ . 重た ､
膨 大な実験デ ー

タ及 び

機器類の 管理も効率的に行 っ て い るらしく､ 容易

に検索も行うことが できた , , 実験デ ー タ取り込 み

の ため のトリガ ー も外部トリガ
ー ( T T L) の 他に ､ 私

たちがリア ル タイム ･ デ ー

タを画面から見て い て ､

画面の ボタンを押す ことにより取り込 み が 可能で

あ -
' た ._ . こ れは ､ p (-'s t & p r

･

e T rig g e r の 両方に対

応してい てプラズ マ 核融 合分野では最 初の シ ス

テ ム であ っ た 丁.
上 記 の ように機能もほとん どが画

面を 見ながら処 理 できる方式 にな っ て い た の で

午後だけ の 短 い 実習であ っ た が習熟す ることが

できた.二,
こ の 他 のもこ の シ ステム では 超伝 導 コ イ

ル の 監視の ため に ､
ク エ ンチ 時の デ ー

タ取り込 み

は ､ 上記 の 外部トリガ ー とは 別にトリガ
ー を設けて

あり
､
これ が稼働したときは最優 先でこの デ

ー タ

を残すことができる方式とな っ て い た ._, 重た ､ デ ー

タ監視機能及 び セキ ュリティ ー も充実して い た一.

上記 の機能等を実現す るため に ､ 下記 の構成

が取られて い ると説明があ っ た ,:,

｡ J a v e を利 用した コ
ー

テ ィ ン グ .
〕
これによ -

'

て
,
B r () w s e r 上 で A p pl et が走り､ 各種機能を

●

●

行7) ._ .

多くの ユ
ー ザ ー

が利用してもレ スポ ン スを落

とさないため に デ ー タ転送をI P m ulti c a st と

言う手法を利用した .､ また ､
フ ァイ ル

･ デ ー

タ

の 転送は N F S を利用した .二,

デ ー

タ の 管理 ､
機 器 の 管 理 の た め にデ ー

タ ･ ベ ー ス ( R el a ti o n al D a.t e B a s e

M a n a g e m e n t S y L< t e m
,
S y B a s e- l l) を導入

して いる._ .

L H D 本体近くで信号を増幅して い る.二, 二
ol)

た め に
､ 強磁場 中で利 用できる絶縁ア ンプ

を開発した , .

実時間デ ー タは 高速デ
ー

タを取り込 み ､ 平

均操作を行 い 配布する方式とした .〕

｡ 実時間及 び高速 の バ ッチ デ
ー タの 取り込 み

を
一

つ の ア ナ ロ グ ･ デジタル 変換器( A [) C )

で行うため に､ 新たに A L) C 及びそれに付随

するソフトを開発したー
,

3 日 目

- ｢
-

A ､
○

上 越 蔓⊥

ここで は ､ 計算機 セ ンタ ー

の 二 人 の 教 官が前

後 半に分か れ ､
｢ キ ャ ン パ ス 情報ネットワ ー ク｣ ､

｢ ネットセキ ュリティ｣ に つ い て講義があっ た .〕 講義

内容に つ い て ､ それぞれ以 下に示 すL
,

｢ キ ャ ン パ ス 情報ネットワ
ー ク｣

1
. 構築経緯

2 . ネットワ
ー ク構築 の 指標(使用目的 の ネット

ワ ー ク群 ､ 高速化 ､
マ ル チメディア の 対応 ､

など)

3 . ネットワ ー クの 構成概要(クライスタ
-

､ ドメ

イ ン
､
など)

4 . 実現手 法( スイッ チ ン グ技術 ､ 光フ ァイ バ

｣ )

5 . ネットワ ー ク構成概要

6 . 光フ ァイバ
ー 通信路

7 . 外部との接続

8 . 世界の インタ ー ネット状況

9 . ネットワ ー ク の 監視( 主要ネットワ
ー

ク機器 の

監視こトラフィック量 の 監視 ､ など)

なお ､ 今後の 課題として L A N 全体 の 分析 ､
マ

ル チメディア 化を挙 げてい た ,

｢ ネットセ キ ュリティ｣

1 . ネットワ ー クに接続するリスク( スタ ンドア ロ

ンとの比 較など)

2 . 不 正ア クセ ス( ハ ッカ
ー

とクラ ッカ
ー

､ 侵 入

目的 ､ 侵 入 方法 ､ 専用 ツ
ー

ル の 普及 ､ 侵

入された場合の 症状 ･ 処置 ･ 対策など)

3 . ウィル ス( 種類 ､ 症状 ､ 対策など)

4 . 参考となる資料( 国内外 の 資料など)

なお
､
圭とめとして以 下の 事を挙げて いた 【〕

･ ネットワ
ー ク上 の マ シ ン は常に第三者から狙わ

れてい る.
1

｡ 今も不 正アクセ ス は行われている,,

｡ 何事t, ､ 用心が肝心 ､ 安全はタダではない 二

-
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● ソフトを買うお金 ､ 設定 ･ 教育 ･ 監視する労力が

必 要｢,

講義 ｢イ* 一

如卜利用f
'

-

タへ
●

-

ス ト

ここでは ､ 実際にインタ ー ネットで利用できるデ

ー

タ ベ
ー

ス をプ ロ ジ ェ クタで映し以下の 講演が行

われた.〕

1 . イ ンタ
ー ネットでできるデ ー

タ ベ
ー

ス

文部省学術情報セ ンタ
ー

､ 核融 合研 の 図

書館蔵書検索､
共 同通信社 の デ ー

タ ベ
ー

スなどを使 用し説阻_.

2 . N E F S (核融合研究所)

N E F S の 数値デ
ー

タ ベ
ー

ス
､
文献デ

ー

タ

ベ ー スを説呪 〕

こ の 他にも､ 海外 の デ ー

タ ベ
ー

スも幾 つ か紹

介された.二. 圭た ､ 管理 者の 立場からデ ー

タの 入 力､

デ ー

タチ ェ ッ ク
､ 修正 の重要性を挙げていた ,,

講義 ｢ ^
'

- チ叫J)アリティー

に よるシ1ミ1レうヨンテ
●

- タの 石

視化 l

ここでは ､
L H D 装置 の プラズ マ 現象の 中で の

自発的な秩序構造生成メカ ニ ズムをシミュ レ
ー

シ

ョ ン 化し研究( 詳細は施設見学 の 項を参照) を行

っ ている理論 ･ シミュ レ
ー シ ョン研究セ ン タ ー

の 教

官から講義があ っ た.
〕

講義内容を以 下に示 す .
〕

1 . シミュ レ
ー

シ ョ ン 研 究とは
､
2 . 可視化の 例 ､

3 .

プラズ マ の シミュ レ
ー シ ョ ン の 手 法 ､

4 . プ ロ グラム

に
/

っ い て

可視化に つ い ては ､
1 9 9 1 年よりス

ー パ ー コ ンピ

ュ
ー

タ の 利用により楽になり､ 1 9 9 4 年からは更に

高性能 の ス ー パ ー

コ ン ピ ュ ー

タによりプラズ マ を

流体として扱えるようにな っ た説明して い た ,,
こ の

講義 では ､ ほとん どがシミュ レ
ー シ ョ ン の プ ロ グラ

ム の話だ っ た の で頭が追い つくの が大変だ っ た,､

また最後に ､
シ ュ ミレ ー シ ョ ン は

､
デ ー

タを立体的 ､

投入して ､ 対話的に解析して いくことを目指して

いるとまとめて い たL-,

施設見学 ｢ L H D 装置 ー
バ ー

チ ャ ル リア リテ

ィ
ー

ラ ボ I

本研修 の 施設 見学 は ､ 他 の 工場及 び研究所

等とは違 い 同研究所の L H D 装置とバ
ー チ ャ ルリ

アリティ
ー

ラボを見学した ｡ それぞれ に つ い て説

明を行う, ,

｡ L H D 装置

この 装置は ､ 磁場 閉じ込 めの ための全ての コ イ

ル を超伝導化した世界初の - リカ ル 型プラズ マ

実験装置である｡ 平成2 年度から8 年度計画で建

設を完了し ､ 平成 1 0 年 に実験を開始した .‥, こ の

L H D の 構成は ､ 超伝導 コ イル を用いた装置本体 ､

プラズ マ を加熱す るため の 各種加 熱装置､
プラ

ズ マ の 諸量 ･ 諸現象を測定するため の 各種計測

装置等で構成されて いる｡

● バ ー

チ ャ ルリアリティ
ー

ラボ

強 い非平衡性 ､ 強 い 非線形という複雑性に起

因するプラズ マ 現象 の 中で の 自発的な秩序

構造 のメカ ニ ズムを

理論 ･ 実験 に加わる第三者の 手 法であるコ ン ピ ュ

ー

タ シミュ レ
ー シ ョ ン を駆使して解明し ､ 秩序構

造 の 基本原 理を核融合プラズ マ に応用し､ 閉じ

込 め 性能向上 に寄与する研 究セ ンタ ー

である｡ .

そ こでは
､

バ ー

チ ャ ルリアリティシ ステムを体験し ､

実際 に中でおきて いるプラズ マ の粒 子 の 運動や

磁力線の 形や ､
プ ラズ マ がどこに閉じ込 められて

い るかを見ることができた ,
,

核融合 研究 では ､

一 定 の 研 究成果が得られた

段 階で ､ 順次 ､ 装置規模を拡大して ､
プラズ マ の

性能を着 実に改善する方法をと っ ており､ L H D

計画にお い ても､

一

気に核融合炉の 開発を目指

す の ではなく
､
臨界プラズ マ 条件の

一

歩 手 前に

近 づくことを目標として研究を進めて いるというこ

とだ っ た(_,
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